
暇

隊
友
会
活

会

心
血
を
注
ࡂ
࡞
が
ら
隊

頂
ࡃ
会
員
、
自

分
の
所
属
す
る

を
広
げ
な
が
ら
会
費
を
払

っ

え
て
ࡳ
ࡲ
し
た
。

　
年
金
生
活
主
体
の
会
員
、

し
て
い
る
会
員
の
境
遇
を
考

」
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
中
で

島
出
身
で
京
セ
ラ
の
創
始
者

稲
盛
和
夫
さ
ん
の

「
生
き
方

早
や
2
年
、
隊
友
会
を
構
成

　
県
隊
友
会
長
を
下
番
し
て

た
め

生
ࡁ
る
の


思
い

を
考
え
࡞
ࡀ
ら
、
人
ࡣ
何
ࡢ

て
頂
い
て
い
る
会
員
。
こ
れ

く
会
員
、
ま
ࡓ
自
分
ࢆ
磨
く

友
会
活
動
に
も
お
手
伝
い
頂

　
以
前
読
ࢇ
ࡔ
本
に
、
鹿
児

を
巡
ら
し
て
ࡳ
ࡲ
し
た
。

動
に
お
手
伝
い

区
分
の
中
࡛
余

㸦㸯㸧 第㸲㸰号　　　     　　　　　　　　　　　隊　 友 　さ　 つ　 ま　　　　　　      　　　　ᖹ成㸰９ᖺ㸲月㸯㸳日

࡚
い
る
会
員
に
大
別
。
こ
の

ࡲ
ࡔ
ࡲ
ࡔ
現
役
で
仕
事
を
し

ࡓ
め
本
を
読
ࡳ
趣
味
の
世
界

帰頭ｸ
「
帰

「頭 帰頭ｸ
「
帰

「頭
貴
方
ỉ
顔
Ị
今

輝
い
て
い
ま
す

度࠰成２８ 事業計画（成果)

䠄䠍䠅総務䞉組織䛾業総括

ア 会勢䛾充実䞉拡大

㻔䡭㻕 正会員

入会者数 ５５ྡ 㻔陸㻠㻢䡠海㻡䡠空㻠㻕

䠄㻟䠅部隊等支援䞉協力諸団体䞉親睦

ア 部隊等支援

㻔䡭㻕 訓練䞉国㝿貢献活動䞉災派等

䛾協力支援

䠍 全般成果概要
ᖹ成䠎８ᖺ度方針䛾䜒䛸会長を᰾心䛸䛧䛯各䜾ル䞊プ䛾各業へ䛾

積極的䛺ྲྀ䜚組䜏䛸䚸県䞉支部䞉会員䛾一体的䛺活動䛻䜘䜚所期䛾成果
を収䜑䛯䚹

䛯䛰䛧䚸会盛拡大施策䛻䛴い䛶䛿䚸即日入会会員䛾減少や㏥会会員
㻔逝去会員を含䜐㻕䜒多く会勢䛾増大䛿出来䛺䛛䛳䛯䚹各支部䛾特性䛻

応䛨更䛺䜛日常活動䛾充実䛻䜘䜚会勢䛾拡大䛸充実䛜㔜要䛸思わ䜜䜛䡝

県相談役 川⏿初夫氏

が
大
事

ら
れ
ࡲ
す
。

「
こ
ࡢ
世
へ
何


私
ࡣ

ࡢ
為


き
世
ࡢ

遅
く
あ

ࡢ
足
で

࡞
く
ま

問
い
、
心
を
高
め
る
こ
と
、

魂
を
磨
く
こ
と
と
答
え
て
お

　
そ
の

時
、
人

頼
ま
ࢀ
た
ら
断
ࡿ

し
࡞
人
間

࡞
ࡿ

は
、
今

を
し
に
き
た
の
か
」

問
わ

࡚
も
࡛
き
る
よ
う
週
に
５
～

ま
い
と
決
め
、
色
々
な
係
を

過
ぎ
ま
し
た
。
࠾

げ
さ
ま

ジ
ム
Ｔ
Ｒ
Ｙ
に
通
い
１
年
ࡀ

６
日
コ
ン
デ
ィ
シ

ョ
ニ
ン
グ

何
を
為
す
べ
ࡁ

を
考
え
た

࡞
ゴ
ル
フ
ࡀ
８
０
才

࡞

っ

し
で
も
ま
し
࡞
人
間

࡞
る

࡞
く
、
生
ま
れ
た
時
よ
り
少

分
の
魂

ち
歩
き
ガ
イ
ド
の
幅
を
広
げ

講
演
・
講
座
に
参
加
し
て
ま

ま
す
。

か
。
何

こ

࡛
あ
る

。

出
来
る
よ
う
に
、

つ
好
ࡁ

　
そ
し
て
こ
ࢀ
ら
ࡀ
精
一
杯

色
々
あ

生
ࡁ
ࡿ

意
義
を
見
出
し
、
所
属
す
る

に
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。
ま

々
こ
の
本

巡
ࡾ
合
い
非
常

め
世
の

端
的


思
え
ࢀ

࡛
ま
ち

こ

を

リ

逝

し
よ
う

　
さ
࡚

࡞
ࡾ
ま

࡚
い
ࡿ
意
味
、
人
生
ࡢ
目
的

稲
盛
さ
ん
ࡣ
、
人
間
ࡀ
生
ࡁ

れ
た
ら
、
迷
い
ࡶ
て
ࡽ
い
ࡶ

取
ࡾ
戻
す
た
ࡵ
の
新
聞
作
ࡾ

充
実
を
覚
え
ま
す
。

や
ら
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

会
行
事
に
参
加
ࡍ
る
こ

に

郷
友
会
࡛
は
美
ࡋ
い
日
本
を

　
隊
友
会
長
下
番
後
も
隊
友

は

こ
に
あ
る
か
を
自
身
に

に
生
甲
斐
を
感
ࡌ
、
色
々
な

　
私
は
、
鹿
児
島
に
帰
省
早

お
客
様
が
喜
ば
ࢀ
ࡿ
と
心
の

通
の
目

す
。

　
皆
さ

ら
ず
自

◆Ⓨ 行◆
鹿児島県隊会

◆印 ๅ◆

㻔株㻕新生社

鹿児島ᕷ七ツ島

◆Ⓨ行責任者◆
村 山 文 彦

◆Ⓨ 行◆
鹿児島県隊会

◆印 ๅ◆

㻔株㻕新生社

鹿児島ᕷ七ツ島

◆Ⓨ行責任者◆

村 山 文 彦

入会者数 ５５ྡ 㻔陸㻠㻢䡠海㻡䡠空㻠㻕

㻔䡮㻕  会員䛾定着率向ୖ

䞉入会㻝ᖺ未満䛾㏥会抑ไ䛸定着率

䛾向ୖを図䜛䛯䜑䚸䛂䢆䢛䡬䢀䢁䡬ไ度䛃を

設け䛶᥎進中
イ 組織䛾改編䞉強化

㻔䡭㻕 新支部等䛾結成ಁ進㻔新規無䛧㻕
奄美地区ཬび湧水䞉阿久᰿地区䛾

活性化を㔜視

㻔䡮㻕 役員後⥅者䛾育成䞉Ⓩ用
幹部出身䛾偏䜚是正䛾為准䞉᭪

出身者䛾Ⓩ用䛻留意
ウ 会務運営䛾効率化

㻔䡭㻕 定期総会成果 ５．䠎䠎䠄日䠅

総会,防衛講話,懇親会䛾䠏部構成

㻔㻞㻕 ᕷ民䞉防衛䞉広報䛾業総括

ア 防衛意識䛾高ᥭ

㻔䡭㻕 定期総会時䛾防衛講話㻝㻟㻥ྡ参加
㻔䡮㻕 安全保㞀䢈䡧䡬䢓䢍䠄㻝㻜㻚㻞㻞䠅㻟㻜㻜ྡ参加

㻔䡯㻕奄美䡺䢌䢁䡬㻔宇都参議㝔議員講師㻕

䛾協力支援

䞉激励金䛾贈呈

㻝空群䛾䡻䢋䢔䡭沖海賊対処活動

䠄出国㻣㻚㻞㻣䡠帰国㻤㻚㻝㻞 鹿屋基地䠅

㻝㻞ｉ䛾米国䛷䛾米陸軍䛸䛾実働
訓練㻔雷⚄㻕出㝕式

㻔䡮㻕 そ䛾他䛾自衛隊活動支援

䞉䡹䢊䢛䡬䡾大会等活動支援
䠄⚃い金䛾贈呈䡠⚃勝会参加䠅
国分駐屯地 㻔㻝㻞ｉ㻕

䞉全自銃剣㐨能美大会優勝
䞉全自柔㐨大会優勝

䞉師団武㐨大会総ྜ優勝
㻔䡯㻕 部隊等䛸䛾交流䛾拡充

䞉意見交会䛾実施

鹿地本䡠国分䡠鹿屋䡠ᕝ内
䞉賛助会員へ䛾広報

各駐屯地等設置䛾䡞隊会

ＰＲコ䞊ナ䞊䛃䛻䛂隊さ䛴䜎
䠄新聞䠅䛃等を掲載

イ 予備自衛官等䛾支援 事
で
は
な
い
で
し
ょ
う

歌
斉
唱
し
た

鹿
児
島
県
隊
友
会
ࡶ
村
山
会

ࡣ
私
ࡢ
人
生
に
満
足
と

に
ࡣ
身
体
を
鍛
え
自
分

自
衛
隊
鹿
児
島
地
本
ࡢ
全
面

ࡢ
た
ࡵ
何
か
を
為
し
、

相
談
役

(

前
隊
友
会
長
）

　
　
　
川
⏿
初
夫
　
記

　
コ
ロ
リ
の
た
め
に
。

夜
が
明
け
た
ࡽ
輝
い
た
顔
ࢆ

あ
ࡾ
ま
せ
ࢇ
。
引
ࡁ
籠

࡛
歩
く
こ

ࡀ
大
事
࡛

関
係
者
ࡀ
多

全
員
に
よ
り

・
県
・
市
町

大
に
開
催
さ

者
、
県
内
所

ま
だ
〇
才
で
す
。
ま
だ

長
以
下
役
員
・
支
部
長
等
の

９
年
防
衛
協
力
諸
団
体
合
同

の
為
に
ど
う
生
き
る


め

光
ホ
テ
ル
に
࠾
い
て
、
鹿
児

会
議
員
・
市 者

の

「
衆
議
院

会
長
三
反
園 国

の
後
、
国
政

県
人
こ
こ
に

乃
木
将
軍
が

会
見
࡛
有
名

日
露
戦
争
࡛

　
本
殿
へ
の


さ
ࢀ
ࡿ
境

い
わ
ࢀ
ࡿ
棗

ま
し
た
。

嶺
神
社
宮
司

　
県
隊
友
会

き
で
初
詣
の

代
当
主
島
津

あ
り
ま
せ
ん
か
。

賀
詞
交
歓
会
」
ࡀ
開
催
さ
れ

魂
も
磨
ࡁ
、
死
ࡠ
間
際

席
し
大
い

盛
り
上
げ
た
。

。

う
せ
࡞
ら
人
ࡢ
た

何
も
し
࡞
く
て
も
死
ࡡ

有
志
が
主
力
団
体

し
て
出

あ
る

思
い
ま
す
が
、

る
目
的
は
何
で
す
か
。

ࡢ
た
め
何
か
を
や
り
自


表
現
す
れ
ば
好
き
࡞

れ
ば
良
い
で
す
ࡡ
。
そ

ち
歩
き
㸰
時
間
も
苦


床
ࡢ
間

言
わ
ࢀ
ࡿ
城
山
観

　
㸯
月
㸰
９
日
鹿
児
島
市
ࡢ

を
や
ࡾ
ピ
ン
ピ
ン
コ
ロ

島
県
防
衛
協
会
長

新
し
く

逝
く
こ

࡛
ࡣ
࡞
い
࡛

う
か
。
恐
ら
く
万
民
共

て
、
隊
友
会
員
皆
様
の

ま
せ
ん
。

斉 的

子
、
野
間
各

議
員
尾
辻
、

࡛
県
内
所
在

　
開
会
宣
言

代
表
し
࡚
出

初
顔
の
鹿
児

先
生
」
か
ら

支
援
・
協
力

島
県
知
事
の
も
と

「
平
成
２

就
任
さ
れ
た
三
反
園
訓
鹿
児

て

「
海
自
第

私
共
の
代
表

目
標
で
し
ょ
う
。

さ
ࢇ
は
ࡶ
う
〇
才
で
は

自
分
ࢆ
磨
く
た
ࡵ
出
歩

　
本
交
歓
会
は
例
年
通
り
、

官
及
び
防
衛

周
囲
ࡢ
人
に
見
せ
ࡼ
う
࡛
ࡣ


協
力
諸
団

待
が
述
べ
ࡽ

市
田
海
将
補

合
同
賀
詞
交
歓
会
盛

大
に
開
催

防
衛
協
力
諸

団
体

㻔䡮㻕 安全保㞀䢈䡧䡬䢓䢍䠄㻝㻜㻚㻞㻞䠅㻟㻜㻜ྡ参加

㻔䡯㻕奄美䡺䢌䢁䡬㻔宇都参議㝔議員講師㻕
奄美ᕷ＆瀬戸内町䛷実施㻞㻟㻜ྡ参加

㻔䡰㻕九ᕞ䞉沖縄䢈䢚ﾛ䡫ｸ研修会㻔㻝㻝㻚㻞㻢～㻞㻣㻕
沖縄大会䛻会長以ୗ㻟㻜ྡ参加

䞉防災䢊䢚䢓䢙䡿ｨ䡭活動䛾ྲྀ䜚組䜏

䛻䛴い䛶村山会長Ⓨ表
イ 防災䞉国民保護施策等䛻対䛩䜛協力
㻔䡭㻕 自治体䛸䛾災害時応援協定締結

䞉姶良支部䚸隼人支部
㻔䡮㻕 自治体䛸䛾防災訓練等䛻参加

䞉県総ྜ防災訓練㻔日置ᕷ㻕
会長以ୗ㻝㻟ྡ㻔伊集㝔支部含䜐㻕

䞉桜島火山⇿Ⓨ総ྜ防災訓練

図ୖ訓練䛻会長以ୗ㻝㻞ྡ参加
䞉県国民保護共ྠ実動訓練

䠄新聞䠅䛃等を掲載

イ 予備自衛官等䛾支援
㻔䡭㻕 記念品等䛾提供䠄招集訓練時䠅

䞉体力検定䡡射撃優秀者へ付与

䞉参加者全員䛻記念䡼䡱䢕䛾配ᕸ
ウ 殉職隊員等䛾慰霊顕ᙲ䞉援助

㻔䡭㻕 殉職者慰霊
䞉県出身殉職者慰霊祭

㻝㻜．㻤 県護国⚄社䛻䛶開催

䞉各基地等追悼式䛻県会長等参加

エ 親睦䞉福祉厚生
㻔䡭㻕 䡿䢚ｨ䢈䡦䢙䡹さ䛴䜎ｺ䢚䢕䢈大会(10.1)

㻠㻢ྡ参加(ｸ䢚䢔䡬䢙䢇䢕CCᕷ比㔝)

㻔䡮㻕 ｸ䢚䢓䡯䢙䢀䢚ｺ䢚䢕䢈大会㻔㻝㻝㻚㻞㻟㻕

䞉㻟㻥個䡽䡬䢍㻝㻥㻟ྡ 㻔ྜྷ㔝公園㻕

隊会最大行䛻定着

鶴
嶺

に

ࡢ
料
理
も
そ
こ
そ
こ
に
、
焼

た
後
、
発
起
人
を

出
席
者
ࡑ
れ
ࡒ
れ
が
互
い
に

多
数
参
加
し
、
盛

ࡾ
声
高
ࡽ
か
に
国

町
村
の
行
政
関
係

さ
れ
た
。

所
在
の
部
隊
指
揮

め
ら
れ
た
。
出
席

市
議
会
議
員
、
国

者
は
、
県
選
出
の

院
議
員
保
岡
、
金

園
訓
知
事
ࡢ
挨
拶

国
会
議
員
・
県
議

　
締
め
ࡣ
、
父
兄
会

ら
家

大
い
に
懇
親
の
実
ࡀ
上
ࡀ

っ


࡞
り
ま
す
が
、
災

公
益
活
動
の
２
本
柱

た
こ
と
も
あ
り
、
県

政
の
場
࡛
鹿
児
島

に
あ
ࡾ

活
躍
中

࡚
く
ࡿ
」
と
言
い
ま

「
災
害
は
忘
れ
た
頃

「
公
益
社
団
法
人
自
衛
隊
家

族
会
鹿
児
島
県
自
衛
隊
家
族


お
開
き
と
࡞

っ
た
。


よ
る
万
歳
୕
唱
で
名
残
は

ア
ル
を
作
成
す
る
࡞

島
災
害
図
ୖ
訓
練
や

尽
き
࡞
い
中
、
盛
会
の
う
ち

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

要
員
࡞


し
て
活

っ
た
杵
柄
」
で
、
災

の
会
員
が
参
加
し
、

࡛
ࡢ
県
総
合
防
災
訓

３
つ
ࡢ
訓
練
に
総
勢

࡚
ࡣ
、
川
⏿
前
県
会

　
最
後
に

「
君
が
代

本
団
体
の
主
力
た
ࡿ
鹿
児
島

年
２
月
の
南
日
本
新

本
部
運
営
要
員
や
交

感
じ
わ
ࡾ
」
を
実
践

　
鹿
児
島
県
隊
友
会

種
子
島
３
個
支
部
の

を
！

も
の
と
自
負
し
て
い

い
る
方
、
貴
重
な
情

　
　
　
　
後
藤
光
一

唱
し
て
行
事
は
終
了

を
称
え
ま
し
た
。

合
唱
し
日
露
両
将
軍
の
偉
業

囲
ん
で

「
水
師
営
の
歌
」
を

　
県
本
部
事
務
局
次

が
持
ち
帰

っ
た


名
な
水
師
営
か
ら

࡛
日
露
両
将
軍
の

の
参
拝
の
の
ち
、

道
か
つ
確
実
࡞
活
動

努
め

る
べ
く
強
く
誓

っ
た
次
第
で

記
事

「
防
災
の
プ
ロ

境
内
の
棗
の
木
を

棗
の
木
の
三
代
目

今
年
の
県
防
災
訓
練

　
１
Ｇ
Ｐ
副
会
長

よ
ろ
し
く
お
願
い
し

　
　
　
　
川
原
道
治
　
記

あ
る
。

　
　
　
村
山
　
文
彦

司
で
島
津
家
㸱
㸰

会
は
、
本
年
も
鶴

の
参
拝
を
い
た
し

津
修
久
氏
の
お
招

報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
加

斉
か
つ
円
滑

進

的
࡞
支
援
の
下
整

議
会
議
員
・
市
議
会
議
員
、

　
今
、
”
ボ
ラ
ン
テ

各
先
生
、
参
議
院

、
野
村
、
そ
し
て

在
部
隊
を
代
表
し

言
に
引
き
続
き
、

出
席
者
注
目
の
中

児
島
県
防
衛
協
会

退
官
後

（
株
）
総
合

を
整
備
さ
れ
大
き
く

会
伊
藤
正
夫
会
長
」
の
発
声

リ

ュ
ー
シ

ョ
ン
に
勤

災
協
定
締
結
や
活
動

時
代
と
も
言
わ
れ
て

兵
」
に
も
訳
さ
れ
、

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
従
事

間
と
も
い
え
ま
す
。

位
置
付
け
、
活
動
中

社
団
法
人

࡞
り
、

の
清
掃
・
慰
霊
顕
彰

ン
テ
ィ
ア
活
動
と
旧

は
、
国
防

い
う
崇

英
語
辞
書
࡛
引
く


ら
の
祝
辞
、
次
い

力
に
対
す
ࡿ
御
礼

　
ᖹ
成
２
９
ᖺ
に
お
い
て
も

ࢀ
ま
し
た
。
▼
昨
年

水
市
࡛
の
国
民
保
護

族
会

名
称
変
更

࡞

っ
た

県
隊
友
会
役
員
と
し
て
、
更

な
る
拡
充
を
図
る
た
め
、
地

介
、
祝
電
披
露
と
会
次
第
は

山
会
長
」
の
熱
い
思
い
の
こ

防
衛
協
力
諸
団
体
長
等
の
紹

た
賀
詞
交
歓
会
と
な

っ
た
。

を
す
る
等
垣
根
を
越
え
て
和

酎
と
グ
ラ
ス
を
片
手
に
各
テ

胸
襟
を
開
き
、
次
々
と
出
さ

ࢀ
ࡿ
城
山
観
光
ホ
テ
ル
自
慢

ー
ブ
ル
を
廻

っ
て
名
刺
交
換

　
待
ち
に
待

っ
た
歓
談
は
、

気
あ
い
あ
い
と
語
り
合
い
、

の
各
地
方
自
治
体
首
長
、
県

進
み

「
鹿
児
島
県
隊
友
会
村

も

っ
た
音
頭
に
ࡼ
ࡾ
声
高
ࡽ


に
乾
杯
ࡀ
行
わ
れ
た
。

第
１
航
空
群
司
令

表
で
あ
ࡿ
宇
都
各

衛
協
力
諸
団
体
の

団
体
に
対
す
ࡿ
期

ら
ࢀ
た
後
、
出
席

補
」
か
ら
日
頃
の

回

帰

乾杯の音頭を取る

鶴
嶺
神
社

鶴嶺神社初詣参拝後の参加会員達

災
害
ボ
ラ

本
柱
と
し
て

県
と
の
防

い
ま
す
、
情

た
頃
に
や

っ

る
࡞

基
盤

練
や
日
置
市

ア

つ
い

て
活
躍
、
昨

災
害
対
策

し
、

「
昔
取

災
訓
練
・
垂

総
勢
５
０
人

県
会
長
が
、

が
代
」
ࢆ
斉

本
新
聞
掲
載

や
交
通
統
制

実
践
出
来
た

友
会
会
長

部
の
皆
さ
ࢇ

て
い
ま
す
。

な
情
報
通
報

光
一
　
記

終
了
し
た
。

局
次
長

プ
ロ
・
存
在

訓
練
は
５
月

い
し
ま
す
。

文
彦
　
記

ク
加
入
し
て

ン
テ
ィ
ア
“

総
合
防
災
ソ

き
く
貢
献
さ

に
勤
務
さ
れ

活
動
マ
ニ

ュ

れ
て
い
ま
す

れ
、
私
た
ち

従
事
し
た
仲

す
。
▼
公
益

動
中
で
す
。

り
、
６
年
目

顕
彰
活
動
を

と
旧
軍
施
設

う
崇
高
な
ボ

く
と

「
志
願

昨
年
度
、
桜

保
護
訓
練
の

帰

線



県
事
務
局
ࠉ
後
藤
光
一
ࠉ
記

洗
堰

(

川
幅
一
杯
に
水
流
を

の
大
榑

(

お
お
く
れ

)

川
の

洪
水
を
防
ぐ

)

ぐ
水
行
工
事

(

川

十
୕
 
洪
水
を
防

の
水
流
を
変
え
て

洪
水
時
に
水
流
を
堰
の
ୖ
を

横
切

っ
࡚
造
る
堰
の
こ

࡛

(

一

)

 
三
の
手

さ
せ
る
と
と
も
に
、
一
汁
一

資
材
運
搬
は
、
体
力
を
消
耗

多
発
し
、
春
普
請
で
完
成
し

的
に
は
、
台
風
大
雨
洪
水
が

流
下
さ
せ
ࡿ
こ
と
に
よ
ࡾ
、

水
勢
を
緩
和
し
下
流
域
の
被

に
多
大
の
資
材
と
体
力
を
要

た
箇
所
も
流
さ
れ
そ
の
修
復

十
二
 
犠
牲
者
続
出

(

二

)

 
夏
か
ら
秋
 
季
節

．
２
ｍ

)

の
水
か
さ
を
乗
り

生
水
を
飲
料
し
た
た
め
、
下

全
長
１
９
間

(

約
㸱
㸲
m

)

菜
ࡢ
貧
弱
な
食
事
で
ࡣ
、
体

力
も
つ
か
ず
疲
労
困
憊
の
上

出
し
た
。
記
録

よ
る
と
割

犠
牲
者
と
更
࡞
る
切
腹
者
を

害
を
極
限
化
す
る
工
事

)

幅
５
間

（
９
m
）
の
水
た
た

揖
斐
川
を
横
断
し
て
洗
堰
を

設
置
し
た
。

※
 
洗
堰
の
構
造

幅
３
３
間

(

約
６
０
m

)

、

痢
症
状
が
多
発
し
、
多
く
の

イ
 
第
二
期
普
請
資
材

集
中
し
て
い
る
。

牲
者
の
六
割
ࡀ
こ
の
時
期
に

ࡁ
５
段
と
し
、
４
尺

(

約
㸯

合
計
㸯
㸮
㸰
人
で
あ

っ
た
。

人
㸯
㸮
人
、
足
軽
４
４
人
の

（
図
上
）
に
、
初
め
て
コ
ン

参
加
し
た
。

ト
ロ
ー
ラ
ー

（
評
価
班
及
び

４
８
人
、
徒
歩
行
本
小
屋
番

し
た
。
　
内
訳
は
、
徒
歩
行

腹
３
６
人
、
病
死
１
６
人
犠

況
報
告
と
人
数
増
派
を
要
請

　
藩
主
重
年
公
の
現
地
激
励

鹿
児
島
市
、
陸
・

　
当
日
は
県
庁
、

村
山
県
会
長
以
下
㸯
４
人
が

島
火
山
⇿
発
総
合
防
災
訓
練

年
㸯
㸰
月
㸰
㸮
日

（
火
）
桜

状
況
付
与
班
）
要
員
と
し
て

が
評
価
チ

ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
に

㸦㸰㸧 第㸲㸰号　　　     　　　　　　　　　　　隊　 友 　さ　 つ　 ま　　　　　　      　　　　ᖹ成㸰９ᖺ㸲月㸯㸳日

ア
 
人
数
増
派
要
請

し
た
。
数
十
㎞
上
流
か
ら
ࡢ

　
県
隊
友
会
ࡣ
、
平
成
２
８

後
、
平
田
奉
行
ࡣ
国
元
へ
現

海
自
衛
隊
等
࡞


ࡢ
連
携
࡞

を
主
要
演
練
項

講
堂

お
い
て
関
係
機
関


上
を
図

っ
た
。

マ
グ
マ
だ
ま
り
が
膨
張
を
続

所
ࡢ
井
口
教
授
ࡣ
、
地
下
の

　
ま
た
京
都
大
学
防
災
研
究

基
࡙
い
た
所
見
に
ࡘ
い
࡚
講

　
訓
練
終
了
後
、
村
山
会
長

評
し
た
。

ࡣ
そ
う
遠
く
な
い
と
指
摘
ࡋ

け
て
お
り
訓
練
ࡢ
役
立
つ
日

訓
練
ࡢ
幕
を
閉
ࡌ
た
。

０
人
が
、
県
庁
大

目
と
し
て
演
練
し
、
練
度
向

㸰
７
機
関
約
㸯
５

｢

宝
暦
治
水
工
事｣

䛾
紹

介
隼
人
支
部

石
神
民
男
氏

桜
島
火
山
爆
発
総
合

防
災

上
訓
練
に
参
ь

県
事
務
局
次
長

後
藤

光
一

シ
リ
ー
ズ

六

訓練参加中ࡢ会員

･石材：2万坪(116,640㎡) 5.8㎡㻛 

坪

䞉木材：3.5間×1尺4寸 120,743本

6間5尺目通 5,816本

・竹目通： 5寸～6寸 1,728,709本

・葉付目通：4寸～5寸 14,335本

・砂利： 203,403坪(1,186,246㎡)

・藤蔓： 10,501本

図
り
な

年
ࡣ
県

取
組
ま

）
と
࡞

ᖹ
成
１

か
ࡽ
１

間

過

　
と
こ

始
ま
ࡾ

官
時


支
部
役

隊
友
会

後
は
前

５
ᖺ
度

務

つ

上
申
・

ᖺ

)

か
ら
明
和
五
年

(

１
７

で
川
底
ࡢ
高
低
差
が
二
・
六

部
ࡢ
長
さ
ࡣ
、
５
・
５
間

(

準
優
勝
吉
田
豊
昭

（
国
分
）

　
　
３
段
以
下
の
部

　
　
　
　
石
神
民
男
　
記

を
完
成
さ
せ
た
。

続
き
は
、
次
回
登
載

　
隼
人
支
部
長

㸯
㸮
m

)

で
あ
る
。

　
こ
の
う
ち
薩
摩
藩
の
普
請

１
間

(

約
㸰
㸯
㸱
㸮
m

)

で
２
０
０
間

(

３
６
０
m

)

①
 
油
島
新
田
か
ら
松
之
木

６
８
年

)

ま
で
幕
府
が
、
各

は
、
完
全
に
締
め
切
る
と
洪

水
が
左
岸
方
向

(

尾
張
藩
領

)

に
押
し
寄
せ
る
弊
害
が
あ

る
た
め
で
あ

っ
た
。

藩
に
お
手
伝
い
普
請
を
命
じ

７
３
０
m

)

こ
の
う
ち
薩
摩

付
近
に
開
口
部
を
設
け
た
の

て
完
成
さ
せ
て
い
る
。
中
間

事
で
寛
延
三
年

(

㸯
７
５
㸮

　
こ
こ
ࡢ
工
事
ࡣ
、
大
難
工

　
今
回
は
、
地
元
テ
レ
ビ
局

村
ま
で
の
総
延
長
㸸
１
１
㸶

の
総
延
長
㸸
㸷
５
５
間

(

１

②
 
油
島
か
ら
開
口
部
ま
࡛

※
 
油
島
の
築
堤
の
構
造

の
参
加
を
得
࡚
実
施
し
た
。

け
、
㸰
月
㸯
㸰
日
国
分
福
祉

会
を
会
員
・
家
族
等
４
４
人

　
県
隊
友
会
は
、
国
分
・
隼

人
両
支
部
の
管
理
支
援
を
受

セ
ン
タ
ー
で
第
７
回
囲
碁
大

隊
友
会

に
紹
介
さ
れ
た
。

活
動
を
テ
レ
ビ
を
通
じ
県
民

準
優
勝
　
横
手
修

（
隼
人
）

優
勝
　
木
下
俊
郎

（
一
般
）

成
績
紹
介
　
４
段
以
ୖ
の
部

を
早
朝
か
ら
駆
け
つ
け
た
入

優
勝
　
ୗ
池
滉
　

（
国
分
）

　
対
局
は
熱
戦
ま
た
熱
戦
と

続
き
大
盛
会
と
な
り
、
予
定

の
取
材
が
あ
り
、
隊
友
会
の

を
約
束
し
て
散
会
し
た
。

状
態
で
あ

っ
た
。

m
も
あ
り
、
渦
巻
き
激
流
の

③
 
開
口
部
か
ら
松
之
木
村

県
常
務
理
事
　
佐
藤
博
　
記

藩
の
普
請
で
５
５
０
間

(

㸷

ま
で
の
総
延
長
㸸
２
２
６
間

(

二

)

　
四
の
手
の
、
油
島

越
え
て
流
ࢀ
ࡿ
よ
う
に
設
計

ࡢ
築
堤
ࡣ
、
三
川
の
合
流
点

(

４
０
０
m

)

よ

っ
て
開
口

９
０
m

)

完
成
さ
せ
た
。

　
こ
こ

整
窓
口

部
各
グ

来
支
部
、
喜
入
支
部
の
会
員

局
長
か
ら
教
え
を
受
け
た
事

歴
代
会
長
・
副
会
長
・
事
務

部
長
等
や
各
役
員
、
各
会
員

も
い
た
。

　
前
日
の
大
雪
の
た
め
悪
路

皆
様
か
ら
多
大
の
ご
支
援
・

て
終
了
し
、
来
年
度
の
再
会

時
間
を
大
き
く
オ
ー
バ
ー
し

を
遂
行
し
࡚
い
ࡿ

ࡇ
ろ
࡛

ࡈ
協
力
を
賜
ࡾ
何

か
業
務

す
。

ࡾ
現
在

い
た
会

　
ᖹ
成
２
７
ᖺ
に
事
務
局
長

い
ࡿ

こ
ろ
࡛
す
が
、
各
支

項
を
実
行
す
べ
く
努
力
し
て

を
拝
命
し
村
山
会
長
の
下
、

実
施
し

成
２
２

い
ま
す

各
支
部

熱
戦
の

碁

大

会

事
務
局
長

就
任
の
抱

城山の薩摩義士碑

◎ 遺族共済ᖺ金.遺族厚生ᖺ金請求手⥆䛝䛻必要᭩類
䛚 知 䜙 せ

熱戦が続く対局の様子

法
人

「
日
本
の
平
和
と
安
全

な
が
ら
各
役
員
業
務
を

県
役
員

（
事
務
局
次
長

ま
し
た
。
更

ᖹ
成
㸰

࡞
り
仕
事
と
の
両
立
を

　
県
本
部
事
務
所

つ
い
て

㸯
５
ᖺ
㸯
㸰
月
定
ᖺ
退

実
施
し
て
い
ま
す
。

㸯
㸮
年
が
あ

っ

い
う

過
ぎ
࡚
し
ま
い
ま
し
た

の
発
行
及
び
財
務
監
理
等
を

こ
ろ
࡛
、
隊
友
会
入
会

等
の
発
刊
・
送
付
、
新
入
会

員
へ
の
入
会
案
内
・
会
員
証

り
、
ᖹ
成
１
７
ᖺ
国
分

に
入
会
し
た
直
後
か
ら

役
員

（
分
会
長
）
、
翌

会
役
員
と
ࡢ
関
わ
り
ࡣ

ࡣ
、
ᖹ
成
２
６
ᖺ

㹌
㹎
㹍

会
を
盛
ࡾ
上
げ

人
࡛
も
多
く
参

前
ᖺ
度

ࡽ
担
当
し
࡚

度

国
分
支
部
長

࡞

務
所
要
員
ࡀ
交
代
࡛
勤
務
し

つ
い
࡚
紹
介
し
ま
す
。

・
報
告
・
連
絡
、
県
本

一
番
せ
ん
じ
等

寄
付
含
む
）
納

の
年
度
会
費

（

の
ご
協
力
を
お

県
事
務
局
長
　

今
後
も
、
隊
友

事
に
も
支
部
代

設
し
、
県
本
部
と
し
て
の
事

間
借
り
し
て
県
事
務
所
を
開

ま
ず
、
多
く
の

基
盤
を
支
え
る
会
」

（
Ｊ
Ｐ

う

࡞
り
ま
し
た
。

Ｓ
Ｓ
Ｏ
）
鹿
児
島
事
務
所
を

務
所
機
能
を
発
揮
出
来
る
よ

会
会
員
の
協
力

（
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
）
を
得
て
、
平
日
は
事

行
事
に
参
加
し

　
次
に
、
県
事

収
が
必
要
な
た

図
ࡿ
こ

࡛
す

め
頑
張
ࡾ
ま
す

業
を
整
斉
・
確

会
本
部
、
県
本
部
及
び

の
お
願
い
を
い

　
最
後
に
、
平

い
皆
様
に
送
付

長
２
期
目
と
し

売
品

（
焼
酎

「

盤
と
࡞
ࡿ
財
務

も
多
く
購
入
し

部
を
盛
ࡾ
上
げ

ࡿ

は
、
県
事

こ
で
県
本
部
事
務
局
業

口
事
務
、
文
書
・
新
聞

グ
ル
ー
プ
の
連
絡
・
調

　
現
在
、
鹿
児
島
地
区
協
議

て
い
ま
す
。
ま
た
、
新
聞
送

付
準
備
作
業
も
事
務
所
で
行

在
に
至

っ
て
い
ま
す
。

事
業
開
始
に
あ

会
計
業
務
を
本
格
的
に

し
て
い
ま
し
た
が
、
ᖹ

２
ᖺ
第
２
回
目
の
定
ᖺ

す
。
特
に
、
本
部
へ
の

部
へ
の
事
務
処
理
ࢆ
行

宮ノ原県事務局長

◎ 遺族共済ᖺ金.遺族厚生ᖺ金請求手⥆䛝䛻必要᭩類

ᖺ金ཷ給者䛻失権項䛜Ⓨ生䛧䛯場ྜ䛿䚸ᖺ金部給付第課第䠏ಀ

又䛿ᖺ金相談室䛻失権由等通知᭩を提出䡠又䛿03-3265‐8141䛻䠄電

話䛾場ྜ䛿䡠遺族䛜䠅連絡䛧䚸請求手⥆䛝用紙を㏦䛳䛶䜒䜙䛳䛶䡠᭩類

を提出請求䛩䜛

䠍 遺族共済ᖺ金関ಀ提出᭩類

(1) 遺族共済ᖺ金決定請求᭩

(2) 遺族䛻関䛩䜛申立᭩ (3) 公的ᖺ金等䛾ཷ給䛻関䛩䜛申立᭩

以ୖ3䛴䛾᭩類䛿申出を䛩䜜ば䚸㏦䛳䛶䛝䜎䛩䛾䛷こ䜜䛻᭩い䛶

添付᭩類を付䛧䛶䚸配㐩記録郵便䛷㏦䛳䛯方䛜安全䛸思い䜎䛩䚹

䠎 添付᭩類

(1) 死亡診断᭩又䛿死亡診断᭩記載項証明᭩

(ᕷ町村役場䛷ྲྀ得䛧䛯䜒䛾䠅

(2) 戸 (㝖) 籍謄本 (組ྜ員䛷あ䛳䛯方䛾死亡ᖺ月日䛜記載さ䜜䛯䜒䛾䠅

(3) 遺族䛾方䛾所得証明᭩又䛿非課税証明᭩

(源泉徴収᭩又䛿確定申告᭩䛾写䛧䛾᥍䛷䛿䛰䜑)

(4) ᖺ金証᭩

(証᭩を紛失䛧䛯場ྜ䛿䚸便箋等䛻紛失䛧䛯旨を記載䛧䛯申立᭩を提出)

䠏 手⥆䛝後䛾遺族ᖺ金䛜入䜛䛾䛿䚸 約䠎䜿月後䛻䛺䜚䜎䛩䚹

䛚 知 䜙 せ

　
こ
ࢇ
࡞
楽
し
い
毎

し
て
大
人

࡞

っ
て

࠾

げ
だ
と
思
い
ま

げ
て
下
さ
い
。

参
加
し
県
隊
友

す
。

き

き
私

妹
も
い

し
い
や
さ
い
を
作

っ
て
い
ま

長
生
き
ࡋ
て
ほ
ࡋ
い

お
ࡌ
い
ち
ゃ
ん
ࡀ
や

た
ࡵ
に
こ
れ

ら
ࡶ

っ
し
ょ
に
手
伝
い
ま
す
。

等
）
を
一
人
で

納
入
及
び
県
販

（
終
身
会
員
の

࠾
願
い
し
ま
す

　
宮
ノ
原
拡
記

 
鹿
児
島
地
区
協
議

　
現
在
も
鹿
児
島
県

長

ら
表
彰
を
受
け

果
た
し
、
入
賞
す
ࡿ

に
７
年
連
続
の
国
体

に
わ
た
ࡾ
少
年
選
手

の
役
職
を
務
め
、
㸯

㸰
月
㸯
㸮
日

「
自
衛

部
の
竹
原
光
則
さ
ん

友
会
発
展
の
た

妹
࡛
た
く
さ
ん
食
べ

࡚
行

っ
て
く
れ
ま
す

て
行

っ
て
く
れ
ま
し

ム
セ
ン
タ
ー
や
公
園

　
も
ち
ろ
ん
遊
び
に

園
、
水
ぞ
く
か
ࢇ
に

い
い

こ
ろ
ࢆ
見
࡚

は
㸵
㸴
さ
い
࡛
、

࡚
も
や

代
表

し
࡚
一

　
三
人
࡛
も
大
変
࡞
の

毎

ま
す
。
　
　
出
水
支

　
平
⏿
支
部
長
の
お

平
⏿
八
那
美
・
ゆ
ࡁ

の
会
員
ࡀ
支
部

し
て
戴
ࡁ
各
支

事
業
の
最
大
基

連
盟
会
長
と
し
て
活

事
務
局
長
　
後
藤
光

た
め
会
員
皆
様

す
。
各
年
度
事

す
の
࡛
各
会
員

変
そ
う
だ
な

⏿
仕
事
ࢆ
手

日
一
人
࡛
す
る
な
ࢇ
࡚
、
大

確
実
に
実
施
す

と
育
成
に
尽
力
す
る

後
、
鹿
児
島
県
銃
剣

り
日
本
体
育
協
会

（

成
績
を
残
し
た
功
績

鹿
児
島
地
区
協
議
会

て
い
る
。

文
部
科
学
省
か
ら
付

い
た
し
ま
す
。

ᖹ
成
２
９
ᖺ
度

　
私
た
ち
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん

付
し
て
い
ま
す

し
て
の
皆
様
へ

「
隊
友
」
、
鰹

務
の
安
定
化
を

す
。
妹
と
私
は
そ
ん
な
お
ࡌ

ࡋ
て
下
さ
い
。

げ
、
更
に
県
行

い
ち
ゃ
ん
ࡀ
大
好
ࡁ
で
す
。

　
暑
い
日
も
寒
い
日
࡛
も
⏿

仕
事
を
し
࡚


っ
࡚
も
࠾
い

事
業
収
入
の
増

さ
し
く
明
ࡿ
い
せ
い

く
࡛

あ
た
ࡾ
事
務
局

菜
を
࠾
ば
あ
ち
ゃ
ん

そ
う
思
い
ま
す
。
作

伝

っ
て
い
ࡿ
と
き
に

う
ࡾ
し
て
く
ࢀ
ࡿ
ࡢ

ấ
爺
ち
ゃ
ん
大
好

き

出
水
支
部

家
族
作
文

お孫さࢇと遊園地ࢆ楽しむ

䠏 手⥆䛝後䛾遺族ᖺ金䛜入䜛䛾䛿䚸 約䠎䜿月後䛻䛺䜚䜎䛩䚹

◎ 遺族厚生ᖺ金䛾手⥆䛝

手⥆䛝䛿各地域䛾社会保険務所䛷実施䛧䛶く䛰さい䚹

行く前䛻準備䛩䜛᭩類

(1)  㝖籍戸籍謄本 (2)  住民票(本人䚸請求者䛾2人分䠅

(3)  ᖺ金手帳 (本人䚸申請者) (4)  預金通帳 (申請者)

(5)  印鑑 (6)  死亡診断᭩䛾原本(ᕷ町村役場䛷証明䛧䛯䜒䛾)

(7)  ᖺ金証᭩ (8) 申請者䛾ᖺ金手帳

(9)  申請者䛾所得証明᭩ (ᕷ町村役場䛷Ⓨ行䛧䛯䜒䛾)

(10) 共済ᖺ金ཷ給者䛻䛴い䛶䛿共済ᖺ金証᭩

䠄遺族共済ᖺ金手⥆䛝時䛻コピ䞊をྲྀ䛳䛶䛚く䠅䠄共済遺族ᖺ金ཷ給手⥆䛝中䛾場ྜ䛿

日
本
体
育
協

長
Ầ
ら
表
彰

体
育
振
興
の

鹿
児
島
地
区
協
議
会
南

竹
原

光
則

毎
日
ࡣ
、

て
か

っ
こ

ま
す
。
そ

い
と
思
い

や
さ
し
い

も
元
気
に

議
会
南
支

県
銃
剣
道

け
た
。

る
࡞

好

体
出
場
ࢆ

手
ࡢ
発
掘

１
５
年
間

衛
隊
退
職

ࢇ
ࡣ
、
１

べ
ま
す
。

す
。
ゲ
ー

し
た
。

園
、
動
物


も
つ
ࢀ


も
つ
ࢀ

て
も
ら
う

支
部

お
孫
さ
ん

き
࡞
　
記

活
動
さ
ࢀ

光
一
　
記

ࡿ
と
と
も

剣
道
連
盟

（
以
前
は

績
」
に
よ

会 付
与
）
会

ん
が
り
ょ

作

っ
た
野

に
い
つ
も

の
࡛
私


育
協
会

表
彰

興
の
ы
績

議
会
南
支
部

則

氏

表ᙲ䛾盾を手䛻記念撮ᙳ



っ
࡚
い
る
活
動
࡛
あ
る
。
過

一
　
展
示
飛
行
機
及
び
周
辺

３
月
ま
で
の
計
画
で
、
月
曜

　
整
備

去
に
お
い
࡚
も
そ
う
࡛
あ

っ

㸦㸱㸧 第㸲㸰号　　　     　　　　　　　　　　　隊　 友 　さ　 つ　 ま　　　　　　      　　　　ᖹ成㸰９ᖺ㸲月㸯㸳日

　
鹿
児
島
県
隊
友
会
は
、
本

の
汚
れ
落
と
し
、
周
辺
の
草

２
０
年
以
上
に
わ
た

っ
て
行

少
年
団
の
指
導
等
を
積
極
的

部
に
お
け
る
状
況
付
与
等
の

の
救
助
行
動
、
避
難
民
の
避

総
計
１
７
人

（
垂
水
支
部
３

約
５
０
０
人
が
参
加
し
て
、

護
共
同
実
動
訓
練
が
垂
水
市

し
た
」

の
状
況
࡛
負
傷
者

市
町
村
の
関
係
者
及
び
市
民

１
３
時

「
テ
ロ
事
案
が
発
生

　
防
衛
省
、
警
察
、
消
防
、

で
開
催
さ
れ
た
。

２
８
年
度
鹿
児
島
県
国
民
保

お
り
、
懐
か
し
い
感
動
を
覚

小
銃
を
携
行
し
た
㸯
㸰
普
連

え
思
わ
ず
、
隊
員
に
激
励
の

館
に
避
難
集
合
し
た
。

会
合
や
展
示
飛
行
機
の
周
辺

新
た
に
菱
刈
校
区
コ
ミ

ュ
ニ

時
間
近
く
に
わ
た
り
実
施
、

・
菱
刈
ࡢ
二
地
区
࡛
㸱
㸰
人

　
伊
佐
支
部
隊
友
会
ࡣ
大
口

ࡢ
会
員
が
所
属
し
࡚
い
る
。

の
ほ
か
総
会
、
役
員
会
等
の

　
二

月
に
一
度
の
定
例
会

市
民
体
育
祭
に
合
わ
せ
機
体

に
実
施
し
て
い
る
。
今
回
は

し
て
行

っ
て
い
る
が
今
回
、

が
紹
介
さ
れ
た
。

わ
せ
緊
要
࡞
場
所

お
い
࡚

及
び
市
報
࡛
そ
ࡢ
活
動
ぶ
り

　
避
難
場
所
ࡢ
体
育
館
࡛
ࡣ

　
二
地
区

お
い
࡚
、
⥅
⥆

を
頂
い
て
い
る
。

署

ࡽ
も
毎
回
感
謝
の
言
葉

迎
え
て
࠾
ࡾ
、
市
の
担
当
部

校
時
の
挨
拶
・
声
か
け
運
動

』
に
呼
応
し
て
校
区
の
健
全

た
が
、
今
回
も
南
日
本
新
聞

二
　
学
童
の
見
守
り

刈
、
遊
具
の
手
入
ࢀ
等
を
毎

回
２
０
人
近
く
の
会
員
ࡀ
２

　
体
育
の
日

実
施
さ
ࢀ
ࡿ

ࡁ
ࢀ
い
࡞
環
境
で
来
場
者
を

し
た
自
衛
官
の
警
戒
の
中
、

つ
い
て
紹
介
し
た
い
。

校
行
事
の
支
援
、
ス
ポ
ー
ツ

　
２
月
２
日

（
木
）
、
平
成

テ
ィ
協
議
会
の

『
中
学
生
登

し
て
５
人
、
避
難
住
民
と
し

そ
し
て
避
難
所
運
営
要
員
と

担
当
支
援
と
し
て
２
人
が
、

て
の
エ
キ
ス
ト
ラ
に
８
人
、

言
葉
が
出
た
。

整
備
、
学
童
の
見
守
り
、
学

新
規
活
動
を
含
め
、
三
点
に

布
袋
副
知
事
の

「
世
界
で
テ

本
訓
練
を
支
援
し
た
。

難
要
領
を
警
察
、
銃
を
携
行

避
難
バ
ス
２
台
に
よ
り
体
育

ロ
が
頻
発
し
て
お
り
、
実
働

　
訓
練
は
１
６
時
に
終
了
し

児
島
地
区
協
議
会
６
人
）
で

事
務
局
長
　
後
藤
光
一
　
記

閉
じ
た
。

旨
の
訓
示
で
、
訓
練
ࡢ
幕
を

ࡢ
隊
員
が
周
囲
を
警
戒
し
࡚

鹿
児
島
地
区
協
議
会

的
な
訓
練
ࡣ
重
要
࡛
あ
る
」

国
分
・
隼
人
支
部
５
人
、
鹿

人
、
鹿
屋
陸
・
空
支
部
３
人

化
に
寄
与
す
べ
く
当
面
今
ᖺ

日
を
基
準
に
登
校
時
間
に
合

碑

展示航空機等の整備を
実施する会員鯛

支
部
紹
介

伊
佐
支
部

訓練に参加した会員達

国
民
保
護
共
同

実
動
訓
練
に

参

高
校

　
壮

賓
と

激
励

　
ᖹ

隊
入

に
お

区
に

国
分

い
て
意
見
交
換
を
実
施
し
た

霧
島

遂
行

調
整

伊
佐
支
部
　
事
務
局
長

の
架

る
こ

衛
隊
の
存
在
感
を
示
し
た
。

「
大

　
　
　
　
丸
田
和
文
　
記

定
」

助
訓
練
で
川
内
市

（
現
在
の

࡛
࡚

っ
き
り
終
わ

っ
た
も
ࡢ

　
こ
ࡢ
行
事
ࡣ
私
ࡢ
在
任
間

ス
マ
ス
に
ࡣ
園
児
達
が
演
芸

園
」

（
薩
摩
川
内
市
祁
答
院

町
）
の
園
児
達

の
交
流
の

始
ま
り
࡛
し
た
。

　
園
長
先
生
に
ご
挨
拶
に
伺

主
催
、
防
衛
省
協
力
）
と
あ

長
以
下
３
人
ࡣ
こ
ࡢ
あ
と
会

て
、
一
緒

࡞

っ
て
遊
ん
だ

候
補
し
見
事
に
当
選
、
支
部

義
な
会
同
で
あ

っ
た
。
中
隊

が
あ
る
。

れ
、
市
長
と
面
談
を
行
い
自

年
１

挙
に
お
い
て
、
県
相
談
役
で

に
先
般
実
施
さ
れ
た
市
議
選

　
中

を
念

ら
も

ま
す
。

駆
け

を
見

た
。

と
し

と
園

害
時
に
お
け
ࡿ
自
衛
隊
の
活

お
ࡾ
、

『
自
民
党
公
認
』
と
し
て
立

て
、

部
隊
で
あ
ࡿ
㸯
㸰
普
連
重
迫

よ
ࡾ
、
当
地
区
ࡢ
警
備
担
任

昼
食
を
摂
ࡾ
࡞
が
ࡽ
ࡢ
有
意

ࡿ
今
後
ࡢ
部
隊
活
動
等

つ

　
熊
本
地
震
を
ࡣ
じ
め
全
国

三
　
伊
佐
地
区
災
害
対
策

て
い
ࡿ
現
状
を
踏
ま
え
、
行

用
』
に
つ
い
て
ࡣ
あ
ま
り
表

的
に
各
種
ࡢ
災
害
が
頻
発
し

薩
摩
川
内
市
）
の
唐
浜
海
水

た
。
２
時
間
足
ら
ず
で
あ

っ

優
秀
な
自
衛
官
を
表
彰
す
る

（
フ
ジ
サ
ン
ࢣ
イ
ࢢ
ル
ー
プ

昭
和
㸲
㸳
年
㸵
月

水
難
救

　
事
の
経
緯
ࢆ
記
し
ま
す


こ
ろ
が
あ
り
㸶
通
Ｓ
１

問

浜
࡛
色
ࢇ
࡞
ゲ
ー
ム
を
し
て

　
早

島
火

っ
た
と
こ
ろ
、

「
毎
年
ク
リ

童
養
護
施
設

「
大
村
報
徳
学

(

図

声
掛
け
を
実
施
し
て
い
る
。

空
の
著
し
い
功
績
の
あ

っ
た

　
昨
年
1
1
月
号
の
隊
友
新


云
う
見
出
し
࡛
陸
・
海
・

政
機
関
に
お
い
࡚
当
然
取
り

初
め
࡚
の
試
み
࡛
あ

っ
た
が

組
ん
で
ࡣ
い
る
も
ࡢ
ࡢ

『
災

の
が
、
社
会
福
祉
法
人
・
児

面
化
し
て
お
ら
ࡎ
寂
し
い
感

た
が
伊
佐
地
区
防
災
に
対
ࡍ

聞
に
、

「
国
民
の
自
衛
官
」

中
隊
長
と
の
懇
談
が
実
現
し

　
先
日
、
某
会
員
の
尽
力
に

と
も
申
し
添
え
た
い
。

や
ら
、
感
心
す
る
や
ら
。

び
入

い
合
わ
せ
た
と
こ
ろ
、
あ
あ

０
数

　
昨

い
ま
す
。
」
と
ࡢ
࠾
話
ࡀ
あ

ࡣ
な
い

、
思
い
当
た
ࡿ
と

ば
園
児
達
ࡀ
大
変
喜
ぶ
と
思

自
衛
隊
さ
ん
に
来
て
頂
け
ࢀ

た
の

と
、
び

っ
く
ࡾ
す
ࡿ

や

っ
ぱ
り
今
ま
࡛
続
い
࡚
い

会
ࡢ
出
し
物
ࡣ
、
バ
ン
ド
演

わ
け
で
す
。
そ
の
時
の
陸
士

通
信
大
隊
陸
士
会

あ
ࡿ
࡛

ࡾ
、
陸
自
の
と
こ
ろ
に
第
８

　
こ

り
、
そ
の
年
の
ク
リ
ス
マ
ス

ま
し

今
更

に
学

と
思

っ
て
い
ま
し
た
が
、
４

展
示
だ

っ
た
と
記
憶
し
て
い

支
部

奏
と
空
手
と
銃
剣
道
の
形
の

間
に
か
２
、
３
０
人
子
供
達

に
第
1
回
目
の
訪
問
を
し
た

し
て
い
た
と
こ
ろ
、
い
つ
の

一
つ
の
リ
ン
ボ
ー
ダ
ン
ス
ࢆ

楽
し
ࢇ
࡛
い
࡚
、
ゲ
ー
ム
の

練
が
終
わ

っ
࡚
隊
員
達
が
砂

浴
場
࡛
の
出
来
事
࡛
す
。
訓

会
を
や

っ
࡚
い
ま
す
の
࡛
、

員
案
内
の
も
と
市
役
所
を
訪

が
珍
し
そ
う
に
近
寄

っ
て
来

初
の
市
議
誕
生
と
な

っ
た
こ

　
隼

　
以
上
紹
介
し
た
が
、
最
後

も
あ
る
井
上
文
雄
会
員
が
、

る
こ

隊
友

ジ

ェ

当時中隊長の岩切氏
警備隊区中隊長との昼食会

入河

四
十
四
年
も
続

く

災結
教
諭
、
家
族
会
役
員
及

行
激
励
会
は
、
来
賓
、

し
て
参
加
し
た
。

会
」
が
開
催
さ
れ
、
来

成
㸰
９
年
㸱
月
㸯
㸰
日

隊
・
入
校
予
定
者
壮
行

い
て

「
鹿
児
島
市
自
衛

付
与
班
に
分
か
れ
て
行
動
し

意
の
言
葉
を
述
べ
た
。

か
ら
就
寝
す

紹
介
さ
れ
、
一
人
一
人
が
決

全
࡚
自
分
࡛

約
㸯
５
㸮
人
が
参
加
し
、
入

ア
イ
ロ
ン


田
会
長
ࡀ
挨
拶
、
次
い
で
入

隊

（
入
校
）
予
定
者
６
１
人

隊
・
入
校
予
定
者
が
壇
上
࡛

悟
さ
れ
た
い

予
定
者
に
対

挨
拶

し
࡚

を
盛
大
に
激
励
し
た
。
始
め

　
ࡉ
ら
に
ࡈ

側
の
上
司
・

で
、
個
々
の

追
わ
れ
、
鍛

達
成
感
を
味

両
親
へ
の
感

に
し
て
い
ࢀ

や
ࡾ
遂
げ
た

身
に
対
す
ࡿ

お
い
て
、
行

る
ࡢ
だ
と
思

な
ࡢ
か
そ
ࡢ

ࡣ
大
き
く
異

く
評
価
要
領

っ
て
評
価
判

　
結
果
と
し

今
後
の
課
題

開
し
、
想
定
上
噴
火
ࣞ
ベ
ࣝ

ら
ỿ
着
・
冷

練
は
、
初
め
࡚
࡛
あ

っ
た
の

お
け
ࡿ
市
民
と
自
衛
隊

支
部
が
締
結
を
さ
ࢀ
て

島
、
垂
水
の
四
市
及
び
自
衛

に
お
い
て
、
行
な
わ
れ
た
の

で
勉
強
の
た
め
参
加
し
た
。

関
係
機
関
の
行
動
に
つ
い
て

市
の
危
機
監
理
官
等
と

す
る
た
め
の
根
拠
と
す

に
主
催
者
を
代
表
し
て
、
春

の
結
果
、
日
の
目
を
見

け
橋

し
࡚
の
任
務
を


ࡀ
࡛
ࡁ
た
。

を
演
練
し
た
。

間
は
、
相
当

石
神
民
男
隼

ー
ト
し
、
ࣞ
ベ
ࣝ
五

(

全
島

規
模
災
害
時
に
お
け
る

四

(

避
難
準
備

)

か
ら
ス
タ

隊
、
警
察
、
消
防
、
海
保
、

下
１
５
人
、
評
価
班
、
状
況

を
締
結
し
た
。
先
年
、

県
隊
友
会
は
、
村
山
会
長
以

り
巻
く
鹿
児
島
、
姶
良
、
霧

１
月
１
６
日
霧
島
市
と

　
ࡓ
ࡔ
、
評

い
な
い
。
つ

な
い
か
ら
、

な
対
応
が
不

を
想
定
し
࡚


災
害

い

࡛
、
現
職
当

鹿
屋
航
空
基
地

「
若
鷲
太
鼓

の
医
師
・
看

日
赤
担
当
者

央
支
部
　
岩
切
康
　
記

ࡌ
࡞
ࡀ
ら
帰
途

つ
ࡁ

受
け
⥅
ࡀ
れ
て
行
く
事

付
け
て
く
れ
て
隊
員
達

学
さ
せ
て
も
ら
い
ま
ࡋ

　
⥆
い
て
記
念
撮
影
、
海
自

　
会
食
の
最
後
に
、
閉
め
の

た
賑
や
か
࡞
交
流
ぶ
り

懇
談

移

っ
た
。

児
達
の
和
気
あ
い
あ
い

」

よ
る
勇
壮
࡞
太
鼓
演
奏

を
も

っ
て
激
励
し
、
会
食
・

に
指
導
致
ࡋ

族
に
連
絡
ࡋ

に
応
ࡌ
き
め

へ
、

「
自
衛

て
同
じ
経
験

合
間
見
え
る

に
も
精
神
的

悩
み
事
等
が

い
。
３
ヵ
月

た
し
ま
す
ࡢ

長
し
た
ご
子

　
私
ࡣ
、
評
価
班
に
所
属
し

感
と
し
て
、
こ
の
よ
う
な
訓

、
こ
れ
を
モ
デ
ル
と
し

会
員
の
同
意
を
得
つ
つ

　
そ
の
後
来
賓
祝
辞
、
稲
田

民
避
難

)

ま
で
を
状
況
付
与

㏿
、
㸯
㸰
月
㸰
㸮
日
桜

山
⇿
発
総
合
防
災
訓
練

評
価
さ
せ
て
も
ら

っ
た
。
所

上

)

が
、
鹿
児
島
県
庁

島
県
知
事
か
ࡽ
ࡢ
ビ
デ
オ
メ

防
衛
大
臣
及
び
三
反
園
鹿
児

れ
を
や
ࡾ
遂

壮
行
激
励
会
ࡣ
終
了
し
た
。

に
入
隊
予
定
者
を
代
表
し
、

露
、
記
念
品
の
贈
呈
、
最
後

ッ
セ
ー
ジ
の
紹
介
、
祝
電
披

上
田
芳
輝
君
が
謝
辞
を
述
べ

芽
生
え
る
。

隊
等
予
定
者
家
族
࡞


年
も
続
い
て
い
ࡿ

ࡣ

年
暮
ࢀ
ࡢ
ク
リ
ス
マ
ス

ࡢ
良
ࡁ
伝
統
ࡀ
こ
ࢀ


た
。
　
　
鹿
児
島
地
協

な
が
ら
驚
い
て
い
ま
す

園
を
訪
問
し
、
さ
つ
ま

の
亀
沢
、
今
吉
隊
友
も

人
支
部
は
、
平
成
２
８

協
同
連
携
ࡣ

に
よ
り
各
機
関
ࡢ
対
応
要
領

国
交
省
等
約
２
２
機
関
ࡀ
展


ࡀ
࡛
ࡁ
、
霧
島
市
地

会
の
協
力
に
関
す
る
協

た
め
自
由
が

イ
ド
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス

庁
の
担
当
部
署
、
桜
島
を
取

た
。
参
加
防
災
機
関
は
、
県

や
は
り
、
平

対
応
さ
ࢀ
大

入
隊
壮
行
激
励

会
に
参
加

河
野
鹿
児
島
地
協
会
長

災
害
協
定
締

結

激励の挨拶をすࡿ

の
高
校
生
も

に
入
隊
予
定

す
ࡿ
ま
で
時
間
に

で
実
施
し
朝
早
く

　
今
春
海
自

か
け
・
靴
磨
き
等

　
今
回
、
訓
練
途
上
に
補
給

い
。
団
体
生
活
の

対
し
、

「
３

月

て
小
生
が
、
入
隊

見
学
に
来
て

姶
良
支
部
長

励
し
た
。

佐
藤
第
３
ミ

し
入
れ
し
激

ࡢ
焼
酎
ࢆ
差

司
令
に
地
元

サ
イ
ル
艇
隊

ࡈ
家
族
ࡢ
皆
ࡉ
ࢇ

・
先
輩
ࡣ
、
か

っ

の
性
格
・
能
力
等

さ
ࢀ
て
い
た

鍛
え
ら
ࢀ
ࡿ
。
こ

ら
熱
く
歓
待

味
わ
え
る
。

河
野
時
彦
記

協
議
会
会
長

鹿
児
島
地
区

感
謝
の
気
持
ち
が

れ
ば
、
教
官
等
や

！
」
と
激
励

た
後
の
充
実
感
・

ࡿ
自
信
・
誇
ࡾ
と

撃
力
に
優
ࢀ
た
小
型
高
㏿
艇

行
動
し
て
い
ࡿ
か

思

っ
た
。

の
よ
う
な
も
の
と

異
な

っ
て
い
た
。

領
に
つ
い
て
は
、

判
定
基
準
に
基
࡙

し
࡚
、
Ｄ
Μ
Α
Τ

処
す
ࡿ
た
め
艦
対
艦
ミ
サ
イ

海
上
兵
力
や
不
審
船
等
に
対

題
と
思
わ
ࢀ
ࡿ
。

冷
静
に
行
動
で
き

乗
員
の
休
養
の
た
め
寄
港
し

当
厳
し
い
の
で
覚

家
族
会

ら

隼
人
支
部
長
　
記

　
支
部
及
び

࠾
た

」
の
益
田
艇
長
か
ら

出
迎
え
た
我
々
の
た
め

「
࠾

開
ࡢ
予
定
ࡣ
な


っ
た
が
、

か
つ
平
日
࡛
も
あ
り
一
般
公

艇
内
を
案
内
し
࡚
頂
い
た
。

࠾
り
乗
員


「
࠾
࠾
た

」
ࡣ
佐
世
保
を

ࡢ
有
志
と
出
迎
え
歓
迎
し
た

評
価
判
定
基
準
が

つ
ま
り
、
ベ
ス
ト

、
標
準
化
さ
ࢀ
࡚

不
明
࡛
あ
ࡿ
。
従

て
い
た
が
、
戦
闘

い
う
対
象
の
相
違

当
時
の
戦
術
Μ
Μ

看
護
士
と
消
防
局

者
と
の
情
報
交
換

港
し
た
海
自
ミ
サ
イ
ル
艇

「

年
２
月
６
日
加
治
木
港
に
入

及
び
姶
良
市
自
衛
隊
家
族
会

っ
た
。

の
言
葉
を
送

し
ま
す
。
ま
た
、

し
、
密
に
対
応
い

め
細
や
か
に
親
身

衛
隊
の
受
け
入
ࢀ

験
を
し
࡚
い
ࡿ
の

宮
口
修
一
記

ࡿ
こ

࡛
し
ょ
う

的
に
も
格
段
と
成

が
あ
れ
ば
、
ご
家

月
後
は
、
肉
体
的

の
࡛
ࡈ
安
心
下
ࡉ

子
息
・
ࡈ
令
嬢


遂
げ
、
友
を
大
切

。
そ
し
て
自
分
自

　
姶
良
支
部
は
、
平
成
２
９

࠾
࠾
た

」
を
加
治
木
支
部

は
、
て
き
ぱ
き
と

母
港
と
し
、
侵
攻
す
る
敵
の

が
な
い
。
洗
濯
・

す
る
機
動
性
、
即
応
性
、
打

約
８
㸮
㎞
㸭
ｈ
の
㏿
力
を
有

ル
、
㏿
射
砲
等
を
装
備
し
、

平
素
か
ࡽ
実
務
に

大
変
ࡼ
か

っ
た
。

土地・借家の䛣と䛺ら 䠄隊友会会員䠅
国分駐屯地正門前

〒䠔䠕䠕－䠐䠏䠎䠎

鹿児島県霧島市国分福島
䠎丁目䠍䠌－䠎䠑

䛤相談下䛥い
お気軽䛻

謹
ǜ
で

ご
冥
福
Ǜ

◆
国
分
支
部

阿
多
石

卓

小
嶋

英
㞞

諏
訪
原

益

﨑
村

久

◆
鹿
児
島
地
協

中
間

静
㞝

◆
瀬
戸
内
支
部

前
田

小
次

◆
鹿
屋
（海
）
支

増
田

三
紀

◆
賛
助
会
員

前
屋
敷

豊

ミ
サ
イ
ル
艇

入
港
を
歓

☎０９９䠑-䠐䠒-䠐䠒䠓䠓
艇長と歓迎の会員達等

Ǜ
卓㞞益

夫

協㞝部次
郎

支
部

紀
夫

豊



ぐ
に
定
員
に
達
す
る
ほ
ど
ࡢ

　
参
加
希
望
ࡣ
電
話
で
受
付

天
幕

（
テ
ン
ト
）
を
設
営
し


つ
れ
上
手

࡞
り
、
自
衛

で
の
元
気
な
男
女
約
㸯
㸮
㸮

え
ま
す
。
最
初
ࡣ
上
手
に
出

来
ま
せ
ࢇ
が
練
習
ࢆ
重
ࡡ
る

官
顔
負
け
ࡢ
敬
礼
ࢆ
し
、
教

官
を
び

っ
く
り
さ
せ
ま
す
。

人
で
す
。

　
次
に
各
人
が
寝
泊
ࡾ
す
ࡿ

　
川
内
駐
屯
地
で
は
、
毎
年

１
年
生
か
ら
中
学
３
年
生
ま

っ
子
大
会
」
を
開
催
し
て
い

㸯
泊
㸰
日
の

「
夏
休
ࡳ
ち
び

ࡲ
す
。
対
象
ࡣ
市
内
ࡢ
小
学

夏
休
み
ࡢ
土
日
を
利
用
し
て

自
己
紹
介
、
次
に
自
衛
官
の

基
本
で
あ
る
基
本
教
練
を
教

の
㸯
㸰
時
に
解
散
し
ま
す
。

　
大
会
ࡢ
内
容
ࡣ
、
最
初
に

駐
屯
地
に
集
合
し
、
日
曜
日

ま
す
。
土
曜
日
の
㸯
㸰
時
に

る
子
供
さ
ん
も
た
く
さ
ん
い

や
練
習
の
イ
メ
ー
ジ
ࡀ
強
い

年
団
と
な
る
と
厳
し
い
指
導

し

し
、
叱
ࡿ
ࡤ

ࡾ
࡛
ࡣ

ࡢ
࡛
ࡣ
࡞
い


思
い
ま
ࡍ

　
そ
ん
࡞
中
࡛
今
私
ࡀ
感
ࡌ

育
成

あ
た

っ
て
は
子
供
達

厳
し
く
指
導
し
て
い
ま
す
。

ポ
ー
ツ
マ
ナ
ー
に
関
し
て
は

　
確
か
に
挨
拶
や
礼
儀
、
ス

団
員
不
足
に
悩
ま
さ
れ
て
い

け
て
い
ま
す
が
、
開
始
後
す

る
と
聞
き
ま
す
。
少
子
化
が

人
気
で
、
毎
年
参
加
し
࡚
い

࡛
遊
べ
る
ゲ
ー
ム
機
等
に
熱

広
報
室
࡛
勤
務
し
࡚
い
ま
す


体
の
基
礎
࡙
く
り
を
手
助

が
現
状
࡛
す
。

が
将
来
多
方
面
に
伸
び
る
心

少
年
団

（
軟
式
野
球
）
ࡢ
指

私
ࡢ
余
暇
ࡢ
過
ご
し
方
ࡣ
、

動
し
て
い
ま
す
。

導
者
と
し
て
、
週
３
日
間
活

　
子
供
達

（
小
学
生
㸱
㸰
人

　
ま
た
、

こ
の
少
年
団
も

か

考
え
て
い
ま
す
。
な
の

一
因
で
も
あ
り
ま
す
が
、
少

て
い
る
こ
と
は
、
子
供
達
ࡢ

　
私
ࡣ
現
在
１
空
群
司
令
部

）
の
指
導
者
と
し
て
、
そ
の

中
す
る
等
、
体
を
使
わ
な
い

生
活
環
境
ࡀ
原
因
で
ࡣ
な
い

で
一

ら
怪
我
を
し
な
い
体

派
ࡢ
子
供
ࡀ
増
え
、
家
の
中

す
。
そ
ࢀ
ࡣ
最
近
イ
ン
ド
ア

㸦㸲㸧 第㸲㸰号　　　     　　　　　　　　　　　隊　 友 　さ　 ࡘ　 ま　　　　　　      　　　　ᖹ成㸰９ᖺ㸲月㸯㸳日

࡙
く
ࡾ
を
指
導
し
࡚
い
ࡿ
ࡢ

࡚
い
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
、
勉

け
す
る
こ
と
を
念
頭
に
お
い

　
２
日
目
は
起
床
後
ラ
ジ
オ

ま
す
。

朝
食
を
済
ま
せ
、
グ
ラ
ウ
ン

体
操
、
ࣛ
ン
ニ
ン
ࢢ
を
し
࡚

ド
全
面
を
利
用
し
た
レ
ࢡ
ࣜ

体
幹
が
非
常
に
弱
い
こ

࡛

強
中
࡛
す
が
・
・
・
。

設
営
が
終
わ
る
と
大
型
ダ
ン

プ
に
試
乗
し
ま
す
。
夕
方
か

ら
バ
ー
ベ
キ

ュ
ー
を
し
、
入

ま
す
。
教
官
の
展
示
説
明
後

会
を
し
࡚
㸯
日
目
が
終
わ
り

皆
࡛
協
力
し
࡚
設
営
し
ま
す

浴
後
ビ
ン
ゴ
大
会

花
火
大

ễ

テント設営中のちびっ子達

チ
ビ
ッ
コ

大
会
支
援

軟
式
野
球
少

年
団
を
指
導軟式野球少年団の全員

㸦最後列最左翼が愛甲㸰曹㸧

隊
員
紹
介

い
ま
す
。

分
に
満
足
し
て
自
宅
に
帰

っ

ࡿ
一

ࡾ
、

　
初

余
り
の
勤
務
で
あ
り
ま
し
た

の
で
す
。
特
に
印
象
に
残

っ

天
幕
を
解
体
し
、
ビ
ࢹ
オ
鑑

と
と

ࢺ
ࢻ
ア
を
存
分
に
楽
し
み
十

　
昭
和
㸳
㸴
年
㸲
月
、
国
分

　
姶
良
市

ら
は
6
人
ࡀ
入

て
い
ま
す
。

さ
せ
た
ࡾ
す
ࡿ
こ

࡛
、
自

そ
の
た
め
に
、
子
供
達
と
の

ツ
が
楽
し
く
な
り
、
⥅
⥆
し

者
壮
行
会
が
開
催
さ
れ
、
本

い
！
」
と
感
ࡌ
そ
れ
ࡀ
周
ࡾ

年

ࡽ
ࡣ
家
族
会
に
積
極
的

に
働
ࡁ

け
姶
良
支
部

ࡽ

支
部
長
及
び
副
支
部
長
ࡢ
３

に
ࡋ
、
相
手
の
ニ
ー
ズ
や
要

コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
を
密

と
、

　
愛
甲
則
行
　
２
海
曹
　
記

危
機
管
理
課
長
、
地
本
か
ら

山
姶
良
市
長
、
総
務
部
長
、

手
紙
に
書
ࡁ
集
合
写
真
を
撮

初
ࡵ
て
の
体
験
ࡶ
多
く
ま
た

ࡀ
、
本
当

早
く
感
ࡌ
ࡿ
も

影
ࡋ
て
解
散

࡞
ࡾ
ま
ࡍ
。

新
し
い
友
達
も
で
き
、
ア
ウ

致
団
結
し
ク
リ
ア
を
目
指
し

々
な
課
題
を
班
の
仲
間
と
一

ゲ
ー
ム
」
を
行
い
ま
す
。
様

　
ま

地
元

て
は
、

ࡽ
ᖹ
成
１
８
ᖺ
３
月
ま
で
の

な
く
褒
め
た
ࡾ
、
自
ら
考
え

持

っ

　
　
　
坂
本
直
哉
３
曹
　
記

分
の
成
長
を
感
じ
、
ス
ポ
ー

事
が

て
お

め


ࡳ
࡞
が
ら
子
供
達
の
育
成


ࡲ
せ
ん
。
こ
れ
か
ら
も
多
く

の
方
に
感
謝
し
、
勤
務
に
励

か
り
や
す
く
説
明
や
案
内
等

望
に
あ
わ
せ
、
話
し
方
࡞


集
ま

っ
て
く
る
と
思
い
ま
ࡍ

い
る
と
感
ࡌ
て
い
ま
ࡍ
。
広

信
頼
さ
ࢀ
ࡿ
よ
う
に
努
力
し

　
こ
ࡢ
経
験
ࡣ
、
現
在
勤
務

す
る
中
で
非
常
に
役
立

っ
て

を
工
夫
し
、
そ
し
࡚
尊
敬
や

࡚
く
ࢀ
ࡿ
ࡢ
࡛
ࡣ
な
い
か


思
い
ま
す
。

　
子
供
達
が

「
野
球
は
楽
し

北
海
道
勤
務

(

真
駒
内

)

に

つ
い
て
紹
介
し
た
い
と
思
い

し
て
お
り
ま
す
。

ま
す
。

に
伝
わ
れ
ば
団
員
も
自
然
と

川
内
駐
屯
地
第
８
施
設
大
隊

て
い
き
ま
す
。

　
今
年
は
８
月
５
、
６
日

（

土
日
）
ࢆ
予
定
し
ま
す
の
࡛

た
く
さ
ࢇ
の
参
加
ࢆ
お
待
ち

も
努
力
し
࡚
い
き
た
い

思

　
ᖹ
成
㸰
９
ᖺ
㸱
月
７
日
姶

良
市
役
所
に
お
い
࡚
、
ᖹ
成

２
９
ᖺ
姶
良
市
自
衛
隊
入
隊

が
参
列
し
厳
粛
な
雰
囲
気
の

ら
中
釜
姶
良
市
家
族
会
長
等

人
も
参
加
し
激
励
し
た
。

の
人
と
ふ
れ
あ
い
、
協
力
や

く
、
相
手
ࡢ
立
場

࡞
ࡾ
分

ࡢ
対
応
を
し
࡞
け
ࢀ
ࡤ
࡞
ࡾ

く
充

い
を

ス
ト

転
勤

支
援
し
て
頂
い
て
い
ࡿ
周
ࡾ

報
室
ࡣ
人
と
ࡢ
関
わ
ࡾ
が
多

　
入

中
実
施
さ
ࢀ
た
。

　
壮
行
会
後
ࡢ
茶
話
会
で
ࡣ

重
信
副
本
部
長
、
家
族
会
か

第
１
航
空
群
広
報
室

入
隊
時
の
心
構
え
、
魅
力
あ

我
々
に
発
言
を
求
め
ら
れ
、

ず
チ
ャ

隊
す
る
。
会
に
は
市
か
ら
笹

た
。

退
職

し
て

就
職

て
後

わ
れ

衛
官

駆
け
巡

っ
て
い
ま
す
。

　
２
日
間
の
キ
ャ
ン
プ
は
、

え
て

に
入
隊
し
て
以
来
、
３
５
年

に
お

る
職

家
族

ࡲ
し

走
馬
灯
の
よ
う
に
頭
の
中
を

て
ࡳ
る
と
、
色
々
な
こ
と
が

　
自
衛
隊
生
活
を
振
り
返

っ

事
を

人
の

い
ࡲ

が
十

ࡳ
ࡲ

貴
重

ェ
ー
シ

ョ
ン

「
ミ

ッ
シ

ョ
ン

ま
す
。
そ
の
後
寝
泊
り
し
た

像
製

雪
ま

賞
、
両
親
に
日
頃
ࡢ
感
謝
を

に
活

ぶ
ࡢ

隊
ࡣ

ࡣ
危

て
い
ࡿ
ᖹ
成
１
３
ᖺ
３
月
か

定
年
退
官
Ệ

思
う

国
分
駐
屯

12普連 斧浩二 陸曹長

姶
良
市
入
隊

壮
行
会
Ệ
参

　
そ
ࢀ
か
ら
、
自
衛
隊
生
活

選
手
ࡀ
郷
土

は
な


っ
た

生
活
者
支
援

　
隊
友
会
が

出
来
れ
ば
幸
い
で
す
。

く
の
方
々
の
ご
指
導
、
ご
鞭

一
抹
の
不
安
を
抱
え
家
族

職
場
及
び
生
活
に
対
す

初
ࡵ
࡚
の
北
方
勤
務
࡛
あ


ࡶ
に
北
海
道
へ
渡

っ
た

そ
の
た
め
負
ࡅ
ず
逃
ࡆ

）
に
分
か
れ

・
派
遣
、
避

オ
リ
エ
ン
テ

が
セ
ン
タ
ー

ン
テ
ィ
ア
受

࡛
大
規
模
災
害
が
発
生
し
࡚

受
付
係
、
マ

ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

（
以
下

害
ࡀ
起
ࡁ
た
時
、
災
害
ボ
ラ

実
施
し
姶
良
伊
佐
圏
域
で
災

　
姶
良
市
は
近
年
全
国
各
地

訓
練
」
に
参
加
し
た
。

ィ
ア
セ
ン
タ
ー
設
置
・
運
営

い
る
こ
と
か
ら
、
本
訓
練
を

ま
た
、
日
常
生
活
に
࠾
い

元
の
方
々
や
九
州
等

ら

「
セ
ン
タ
ー
」
と
言
う
。
）

は
、
官
舎
生
活
の
中
で
、

し
࡚

ࡽ
も
࠾
付
ࡁ
合
い
を

た
組
織
࡛
あ
ࡾ
そ
の
た

　
　
斧
浩
二
　
陸
曹
長
　
記

の
大
半
に
あ
た
ࡿ
約
㸰
㸯
年

ࡀ
出
来
、
本
当
に
感
謝
し

お
り
ま
す
。
国
分
へ
転
勤

し
割
ࢀ
ࢇ
ば

　
期
待
通
ࡾ

に
厳
し
い
訓
練
ࢆ
す
ࡿ
こ

　
　
　
　
宮
口
修
一
　
記

ト
す
ࡿ
と
と
も
に
、
将
来
の

た
い
。
　
姶
良
支
部
長

テ
ィ
ア
・
避

充
実
し
た
日
々
を
過
ࡈ
す

を
ࡉ
せ
て
頂
き
、
家
族
も

参
加
し
た
我

ト
レ
ス
を
抱
え
る
こ
と
な

の
一
員
と
し

続
け
て
も
ら

っ
て
い
ま
す
。

訓
練
し
た
。

勤
し
て
来
ら
れ
た
方
々
と

間
、
国
分
で
勤
務
す
る
事
が

自
衛
隊
Ｏ
Ｂ
、
一
社
会
人


少
し
࡛
も
自
衛
隊
に
支
援
が

を
、
指
宿
市

「
道
の
駅
」
に

隊
友
会
会
員
を
育
て
て
い
き

　
当
日
は
喜
入
前
之
浜
町
出

お
い
て
、
堀
支
部
長
以
下
１

入
隊
後
ࡣ
彼
ら
ࡢ
離
職
防

１
名
で
応
援
し
た
。

止
の
た
め
家
族
会
を
サ
ポ
ー

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
立
派
な
自

身
で
㸯
㸰
普
連
、
鈴
東
千
弘

職
後
ࡣ
組
織
ࡢ
世
話
࡛
再

࡚
い
ࡿ
こ

等
Ｏ
Ｂ

し

職
し
現
在
隊
友
会
࡛
活
動

後
輩

参
考

࡞
ࡿ

思

ࢀ
ࡿ
こ

を
話
し
激
励
し

日

「
県
下
一
周
対
抗
駅
伝

｣

官

࡞

っ
て
ほ
し
い
こ
と

坂
だ

っ
た
が

　
喜
入
支
部
は
、
㸰
月
㸯
８

　
1
2
普
連

を
持

っ
て
応

立
て
到
着
を

り
、
隊
友
会

し
࡚
微
力
࡛
は
あ
り
ま
す
が

　
最
後
に
、
定
年
後
は
自
衛

隊
で
培

っ
た
経
験
を
活

し

謝
い
た
し
て
࠾
り
ま
す
。

避
難
所
調
整

出
来
ま
し
た
。
こ
の
間
、
良

て
頂
き
、
ま
た
冬
の
札
幌

お
い
࡚
も
懇
切
丁
寧
に
教

職
場
࡛
あ
る
こ

、
自
衛

族
ぐ
る
み
で
の
お
付
き
合

し
た
。

撻
が
あ

っ
た
れ
ば
こ
そ
と
感

き
上
司
、
同
僚
、
後
輩
等
多

定
を
締
結
し

を
昨
日
の
ࡼ
う
に
憶
え
て

の
࠾
࠾
ࡽ

さ
・
温

さ

ᖹ
成
２
８
ᖺ

ま
す
。
い
ざ
、
生
活
ࡋ
て

十
分
に
感
ࡌ
ら
れ
、
職
場

ま
す
と
土
地
柄
ࡢ
せ
い
か

　
姶
良
支
部
ࡣ
㸯
㸰
月
㸰
日

姶
良
市
ࡢ

「
災
害
ボ
ラ
ン
テ

重
࡞
経
験
を
さ
せ
࡚
頂
ࡁ

製
作

携
わ
ࡿ
事
ࡀ
出
来

ま
つ
ࡾ
࡛
は
、
２
度
も
雪

活
動
す
る
崇
高
࡞
使
命
を

ࡢ
を
未
然

防
ぐ
あ
る
い

ࡣ
国
や
国
民

危
機
が
及

危
機
的
状
況

陥

っ
た
時

霧
島
市
、
伊

　
訓
練
は
市

に
参
加
し
た

入隊予定者と記念撮影

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ỵ
Ỵ
セ
ン

タ
ー設

置
・

運
営
訓
練
に
参
加

県
下
一
周
駅

伝

宮
口
修
一
記

し
、
支
部
の

会
員
も
参
加

入
の
高
木
進

昨
年
末
新
加

春
田
博
明
記

副
支
部
長

し
た
。

団
結
に
寄
与

満
足
し
࡚
い

土
࡛
の
出
走
࡛
あ

に
参
加
し
練

た
が
、
基
本
的
࡞

援
活
動

つ
い
て

が
セ
ン
タ
ー
運
営

る
一
時
を
過

み
の
場
面
で

ア
に
よ
る
土

た
。

嚢
作
り
・
積

れ
、
仮
想
ボ
ラ
ン

避
難
所
で
の
避
難

意
事
項
に
つ

テ
ー
シ

ョ
ン
係
、

ー
内
各
係

（
ボ
ラ

受
付
係
、
ニ
ー
ズ

理
解
を
図
る

ジ
ア
ッ
プ
・

い
て
イ
メ
ー

こ

ࡀ
࡛
ࡁ

ま
た
、
仮
想

マ
ッ
チ
ン
グ
係
、

ば
か
り
の
大
声
援

り
ト
ッ
プ
で
到
着

よ
う
だ

っ
た

ࡀ



っ
た

　
参
加
者
は

た
。
ま
た
、

躍
に
、
心
踊

自
衛
官
の
活

郷
土
の
後
輩

ご
せ
た
事
に

姶
良
支
部

度
を
上
げ
て

避
難
民
役
と
し
て

我
々
市
民
の
受
入

し
て
訓
練
す
る
場

ࡀ。
幟
旗
に
気
づ
ࡁ

い
ࡁ
た
い
。

力
走
に
拍
車

応
援
し
た
。
上
り

を
待

っ
た
。

会
の
幟
旗
２
本
を

ボ
ラ
ン
テ
ィ

は
、
技
術
指

導
を
求
め
ら

整
係
、
総
務
係
等

ࢀ
ࡿ
場
面
が

後
も
積
極
的

は
加
治
木
支

動
し
た
。
今

加
し
共
に
活

あ

っ
た
。

　
本
訓
練
に

部

ࡽ
も
参

し
て
࠾
ࡾ
積
極
的

年
５
月
に
防
災
協

の
設
置
運
営
ࡀ

円
滑
に
図
ࢀ
ࡿ

各
係
の
任
務

ア
参
加
時
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ

・
活
動
及
び

セ
ン
タ
ー
内

　
姶
良
支
部
は

実
施
し
た
。

こ
と
を
目
的
に

伊
佐
市
も
参
加
）

市
側

（
湧
水
町
、

た
。

心
構
え
・
注

加

土嚢作ࡾ・積みの技術指導

喜入出身の鈴東選手を
応援すࡿ喜入支部会員達


